
 

令和７年度桜台小学校学校経営方針 

家庭・地域・関係機関と連携し、チーム桜台小として教育に当たる。 

学校教育目標 

主体的に学ぶ子 

○粘り強く学びに向かう子 

○見通しをもって学習する子 

○学習の成果を生かせる子 

心があったかい子 

○丁寧に話をする子 

○元気に挨拶をする子 

○自分も他者も大切にする子

￥ 

あきらめず、努力する子 

○できることを増やせる子 

○健康を促進できる子 

○自分の命は自分で守れる子 

全ては子どもたちのために家庭、地域と歩む学校 

○学校、家庭、地域が連携して安全・安心な環境

をつくる学校 

○災害、事故、不審者から自分を守る児童を育て

る学校 

○家庭、地域とともに子どもを育てる学校 

○積極的に情報を発信し、理解される学校 

○コミュニティ・スクールを機能させ、児童の健

全育成を実現する学校 

教育への情熱と使命感をもつ職員 

○常に研究と修養に励み、資質・能力の向上を

図る職員 

○子どもと一緒に学び、遊び、掃除をする職員 

○全職員で協働し、教育課題に立ち向かう職員 

○不祥事のない職場づくりに取り組み、信頼さ

れる職員 

○粘り強く指導・支援する職員 

豊かな心の育成 

・「心あったか宣言」の徹底 

・いじめ防止対策の一層の推進 

・特別活動における自己有用感の醸成 

・道徳的実践力の向上 

・情報モラル教育の推進 

・職員の教育相談の専門性の向上 

・共通理解し連携した生徒指導 

・専門性を有する関係機関との連携 

学びに向かう姿勢の確立 

・桜台小・中学校９年間の学習の約束 

・家庭学習の奨励（学年×10分以上）  

・学習の見通しの共有 

・体験活動の充実 

・ＩＣＴの効果的活用 

・地域の教育力の活用 

・読書活動の推進 

・学習等調査結果分析と活用 

・グローバル化に対応 

・児童のニーズに合った支援 

・対応力のさらなる向上 

・情報共有と共通理解 

・個別支援学級と交流学級との連携 

・専門性を有する関係機関との連携 

たくましく生きる子の育成 

・体力テストの結果分析と体力向上の実践 

・感染症対策の継続 

・防災教育・訓練の充実 

・情報モラル教育の徹底 

・性教育、薬物乱用防止教育の実施 

・専門性を有する関係機関との連携 

目指す児童像 


